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新潟県十日町市松之山における朽木に営巣するアリ相

AntfaunainrottinglogsinMatsunoyama,Niigata

山口 勇気 1)･矢揮 ひろみ 2)･岩西 哲 3)･工藤 起来 4)

YukiYAMAGUCHIl),HiromiYAZAWA2)

satorulwANISHI3)andKazuyukiKUD6 4)

Abstract

ThespeciescompositionofantsnestedinrottinglogswassurveyedinMatsunoyama,

NiigataPrefecture.SamplingwascarriedouteverytwoweeksfromApriltoNovemtx!rin2008.

Atotalof14antspeciesbelongingtothreesubfamilies(Mymicinae,FormicinaeandPonerinae)

and14generawerecollected,andthreespecies(Pyramicaincerta,FwmicahayashiandLasius

P,oductus)WererecordedforthefirsttimeinNiigataPrefecture. Amongthe14species,C.

sauteriwasthedominantspecies,anditsnestsoccupied74.4% inthewholecollectednests.An

antfaunainrottinglogsobtainedinthisstudywasverysimilartothepreviousstudythathas

beendoneinlshikawaPrefecture.Thesimilarityofantfaunainthetwolocalitiesmaystem

fromthecommonnestinghabitats.
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1.はじめに

アリ類は,営巣場所としてだけでなく採蜜活動に

おいても植物と関わる上,捕食する多様な動物や

共生者,アリを捕食する上位捕食者など多くの他

の生物との関わりがある (H611dobler& Wilson,

1990).そのため豊かな生態系の下には多様なアリ

相が見られることが期待され,アリは環境を評価す

るための良い指標となる.日本産アリ類画像データ

ベース (2008)によれば,現在新潟県には,4亜科

24属48種のアリの生息が確認されている.しかし,

新潟県での記録がない種のうち,隣県に分布してい

る種は多数見られる.カタアリ亜科のヒラフシアリ

(Technomyrmexgibbosus)やフタフシアリ亜科の

コツノアリ (Carebarayamatcmis)などが挙げられ

るが,これらの種は,本県においてこれまでアリ相

を明らかにする調査が少なかったために記録されて

こなかったと考えられる.新潟県におけるアリ相に

ついての調査は不足しており,私たちが知る限りで

は,新潟県内においてアリ相を調査した研究は知ら

れていない.新潟県十日町市立里山科学館に隣接す

る ｢キョロロの森｣は,｢森の学校｣キョロロが管

理する特別自然保護区で,ブナやコナラ,スギの林

が広がり,ヨシやカサスゲの湿地が点在しており,

豊かな生態系が存在する.私たちは,lキョロロの

森｣にて朽木に営巣するアリ相についての調査を行っ
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たので,報告する.
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2.方法

調査は新潟県十 日町市立里山科学館に隣接する

｢キョロロの森｣(37005'S,138037'W)にて行なっ

た.｢キ ョロロの森｣は l一森の学校｣キ ョロロが管

理する特別自然保護区で,ブナや コナラ,スギの林

が広が り, ヨシやカサスゲの湿地が点在する80haの

広さの里山である.調査は2008年4月29日～11月26

日までの間,およそ 2週間に一度の間隔で合計16回

(調査間隔 :13.07±0.62日,平均±SE)行なった.

毎回の調査で,アリが営巣 している朽ち木をビニー

ル袋に入れて研究室に持ち帰った.研究室において,

持ち帰った朽ち木をピンセットや勇定バサミなどを

用いでl呉重に壊 し,吸虫管を用いて朽ち木内の成虫

と未成熟個体を取 り出した.取 り出した成虫と未成

熟個体については,99%アルコール中に保存 し,徳

目同定 した.

3.結果

採集 したアリの リス トと巣の数,および巣の構成

を表 1に示す.フタフシアリ亜科のアリを6属6種,

Tablel.Listofantspeciesnestedinrottinglogs,andthenumberofcollectednestsandtheir

composition.

表 1.採集 したアリの リス トと巣の数,および巣構成.

Speciesname Numberofnests Nestcompositionl)

フタフシアリ亜科 (Mym icinae)

ヤマ トアシアガアリ (AZ)haenogasterj'apmica)

-リブトシリアゲアリ (Cre7mtOgaStermatSumurai)

ノコパウロコアリ (Pyramicaincerta)*

ウロコアリ (Stnmigenysleun-si)

トビイロシワアリ (Tetramoriumtsushimae)

ウメマツアリ (Vollenhmn'aemeryi)

ヤマアリ亜科 (Formicinae)

ムネアカオオアリ (CamPmotusobscuribes)

-ヤシクロヤマアリ (Formicahayashi)*

ヒゲナガケアリ (LasiusZwoductus)*

アメイロアリ (Paratrechinaflam'pes)

トゲアリ (Polyrhachislamellidens)

-リアリ亜科 (Ponerinae)

トゲズネ-リアリ (CryPtoPmesauteri)

ニセ-リアリ (Hy如Pmerasauteri)

オオ-リアリ (Pachycoyuiylachine7LSis)

4

1

1

3

1

13

3

4

5

5

4

Total 180

l)Abbreviatedas̀ À"ifqueen(S),worker(S),broodandsexualsexistedinthenest.

Abbreviatedas̀ B̀"ifqueen(S),worker(S)andbroodexistedinthenest.

Abbreviatedas"C"ifqueen(S),worker(S)andsexualsexistedinthenest.
Abbreviatedas"D"ifqueen(S)andworker(S)existedinthenest.

Abbreviatedas̀ È"ifqueen(S)existedinthenest.

Abbreviatedas"F"ifworker(S),broodandsexualsexistedinthenest.

Abbreviatedas̀ G̀"ifworker(S)andbroodexistedinthenest.

Abbreviatedas̀ H̀"ifworker(S)andsexualsexistedinthenest.

Abbreviatedas"Ⅰ"ifworker(S)existedinthenest.

*:ThosespecieswererecordedforthefirsttimeinNiigataPrefecture.
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ヤマアリ亜科のアリを5属5種,-リアリ亜科のア

リを3属 3種,合計14種180の巣を採集 した.日本

産アリ頬全種図鑑 (2003)や日本産アリ類画像デー

タベース (2008)によれば,採集したアリのうち,

ヤマア リ亜科の-ヤシクロヤマア リ (Formica

hayashi)とヒゲナガケアリ (LasiusZwoductus),お

よび フ タフ シア リ亜 科 の ノ コパ ウ ロ コア リ

(Pyramicaincerta)については新潟県で末記録で,

本研究により初めて本県に生息していることが確認

された.

本調査では,- リアリ亜科の トゲズネ-リア リ

(CryPtoPmesauteri)を最も多く採集することがで

き,134巣であった.次に多く採集できたのはフタ

フシアリ亜科のウメマツアリ (Vollenhwiaemeryi)

で13巣であった.最も多く採集された トゲズネ-リ

アリについて,月ごとに採集 した巣の数を図1に示

す.採集した巣の数は5-8月までは各月10巣程度

であったが,9月以降に増加 し,10月に最も多く41

巣採集された.
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Fig1.Monthlynumberofcollectednestsof

CryPtoPmesauteri.

図 1.トゲズネ-リアリの月ごとの巣の採集数.

4.考察

日本産アリ類画像データベース (2008)によると,

日本には10亜科58属276種のアリが生息 している.

そのうち新潟県での生息が確認されているアリは,

4亜科24属48種である.本調査では3亜科14属14種

のアリを合計180巣採集した.採集したアリのうち,

ヤマアリ亜科の-ヤシクロヤてアリとヒゲナガケア

リ,およびフタフシアリ亜科のノコパウロコアリは
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新潟県で未記録種で,本研究により初めて本県に生

息 していることが確認された.まず新潟県で初めて

採集されたこれら3種について考察する.ヒゲナガ

ケアリと-ヤシクロヤマアリは,新潟県に隣接する

全ての県で生息が確認されており (日本産アリ煩画

像データベース,2008),日本国内でも広く見られ

る種である.本県において,これまでアリ相を明ら

かにする調査が少なかったために,記録されていな

かったのだと考えられる.同様に,隣県での生息が

確認されているが,新潟県における生息が確認され

ていない種は他にもいる.例えば,カタアリ亜科の

ヒラフシアリ (Technomyrmexgibbosus)やフタフ

シアリ亜科のコツノアリ (Carebarayamatmis)で

ある.これらの種についても,今後新潟県内各地に

おいてアリ相の調査を行うことにより,生息を確認

できるだろう.ヒゲナガケアリと-ヤシクロヤマア

リに対 し,ノコパウロコアリは,隣県における報告

もなく,全国的にも生息が稀である.またノコパウ

ロコアリが属するアゴウロコアリ属 (Pyramica)

の種の生息が新潟県で確認されていない.ノコパウ

ロコアリの生態については,いまだによく分かって

いないが,本種は トゲズネ- リアリの盗食共生者

(lestobiosis)である可能性が示唆されている (堰

千,1993).実際,本調査においてもトゲズネ- リ

アリの巣と共にノコパウロコアリが採集された.こ

のことから,ノコパウロコアリが トゲズネ-リアリ

の_盗食共生者である可能性は十分に考えられる.

次に本調査において最も多く採集された トゲズネ

-リアリについて考察する.本調査では, トゲズネ

-リアリの次に多く採集できたのはウメマツアリで,

わずか13巣であったことから, トゲズネ-リアリの

巣の数は,他のアリと比べて非常に多いと言える.

トゲズネ-リアリが非常に多く採集されたのは, ト

ゲズネ-リアリが多巣性のアリであるためだと考え

られる.Yamaguchietal.(inprep.)によって,

本種は多巣性を示すことが最近判った.多巣性とは,

一つのコロニーメンバーが空間的に分離 した場所に

営巣する場合を言う (Debouteta1.,2007). トゲ

ズネ-リアリは多巣性であるため,一つのコロニー

が複数の巣をもつので,他の種と比べて非常に多く

の巣が採集されたのだと考えられる.

日本産アリ頬画像データベ-ス (2008)によれば,

日本に生息するアリにおいて多巣性を示す種は,ヤ

マアリ亜科のカワラケアリ (Lasiussakagamii)と

- リア リ亜科の トビニセ- リア T) (HyPoPmwra

schauinslandi),カタアリ亜科のアシジロヒラフシアリ
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(TechnomJymeXbrunneus)の3種においてのみ報

告されている. しかし日本産アリ額データベース

(2008)に記載がない種でも,多巣性種は存在する.

近年日本に侵入したアルゼソチソアリ (LinePithema
humile)やヒラズオオアリ (CamPmotusniPPmicus)

である (伊藤,2009;Hasegawa,1992).一方,

Deboutetal.(2007)によるアリの多巣性について

のレビューがあるが,これによれば現在7亜科26属

176種のアリが多巣性を示すが,この中に本研究で

採集された種は含まれていない.したがって,本研

究で採集された14種のうち トゲズネ-リアリだけが

多巣性種である可能性が高い. トゲズネ-リアリは

多巣性であるため,その巣が他種の巣と比べ,非常

に多く採集されたのだと考えられる.

大河原 ･福島 (1998)は石川県内の6地点におい

て,本研究と同様に朽木に営巣するアリ相を明らか

にした.それによると,4亜科21属33種のアリが採

集されているが,この中に本調査で採集された14種

のうち13種が含まれていた.本調査でのみ採集され

た 1種は,ヤマアリ亜科の トゲアリ (Polyrhachis

lamellidens)であった.本種は石川県でも分布が確

認されており (日本産アリ類画像データベース,

2008),東北以南に広く分布 している種である.本

研究と大河原 ･福島 (1998)によるアリ相を比較す

ると,本調査で採集されたアリ相と大河原 ･福島

(1998)の調査で明らかにされたアリ相は非常に似

ていると言える.これは営巣場所が関係していると

考えられる.アリは土壌や朽木,樹上や落葉の間な

どあらゆる場所で営巣するが,本研究と大河原 ･福

良 (1998)の調査は朽木を対象としていたため,朽

木を好んで営巣するアリが共通して採集されたのだ

と考えられる.

今回私たちは新潟県十日町市立里山科学館に隣接

する ｢キョロロの森｣において調査を行った.新潟

県における朽木に営巣するアリ柏についての研究は,

私たちが知る限りでは本研究が初めてである.新潟

県での記録がない種のうち,隣県に分布している種

は多数見られる (日本産アリ類画像データベース,

2008).明らかに,新潟県におけるアリ相について

の調査は不足しており,アリが環境を評価するため

の良い指標であることを考えると,今後本県内の各

地においてさらにアリ相についての調査を行う必要

がある.

5.謝辞

キョロロの森を調査地として提供して下さった十

日町市立里山科学館の永野昌博博士と職員の万々に

御礼を申し上げる.本調査にあたって,新潟大学教

育学部昆虫生態学研究室の草間淑之さんと白井明日

華さんにご協力いただいた.本調査は,2008年度新

潟大学人文社会 ･教育科学系研究プロジェクト (学

系奨励研究)による支援を受けた.

6.参考

Debout,G.,Schatz,B.,Elias,M.&Mckey,

D.(2007)Polydomyinants:Whatweknow,

whatwethinkweknow,andwhatremainsto

txedone.BiologicalJournaloftheLinnean

Society.,90:319-348.

Hasegawa,E.(1992)Annuallife cycle and

timing ofmale-egg production in the ant

Colobopsis nipponicus (Wheeler).Insectes

Sociaux.,39:439-446.

H611dobler,B.,& Wilson,EO.(1990)THE

ANTS.Springer-Verlag.,pp.732.

今井弘民 ･鵜川義弘 ･緒方一夫 ･小野山敬一 ･木原

章 ･久保田政雄 ･栗林慧 ･■近藤正樹 ･月井雄二 ･

寺山守 ･吉村正志 (2003)日本産アリ額全種図鑑.,

pp.196株式会社学習研究社.

今井弘民 ･鵜川義弘 ･緒方一夫 ･小野山敬一 ･木原

章 ･久保田政雄 ･栗林慧 ･近藤正樹 ･園部力雄 ･

月井雄二 ･寺山守 ･森下正明 ･山内克典 ･山根正

気 ･吉村正志 ･渡遠啓文 (2008)日本産アリ類画

像データベース2008.,アリ類データベース作成

グループ.

伊藤文紀 (2009)アルゼソチソアリの脅威.遺伝.,

63(3):118-122.

大河原恭祐 ･福島由紀子 (1998)石川県におけるア

リ相の予備的調査,蟻.,No22:6-9.

増子恵一 (1993)ノコパウロコアリは盗食共生者か.,

専修自然科学研究発表会会報.,No59:ト9.




